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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鱈しあいきまりを守り明るいあびこにします
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g月15日敬老の日にオー ン
毒

a
e

寓言

、 読識職 市
内
の
妬
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
１
万
８
９
５
人
（
男
４
６
２

１
人
言
女
６
２
７
４
人
、
８
月
１

日
現
在
）
で
、
総
人
口
の
約
８
．

９
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
丈

こ
れ
は
、
５
年
前
の
昭
和
唾
年

の
人
口
比
７
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ

約
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

I
‘I

ｆ の
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
巡
回
バ
ス
も
運
迂

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｉ
高
齢
害
福
祉
課
Ｉ

昨
年
の
扣
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
。
９
月
担

日
（
土
）
に
落
成
式
が
行
わ
れ
、
柘
日
の
敬
老
の
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
。
高
齢
者
の
い
こ
い
の
場
と
と
も
に
、
西
部
地
区

▼
ス
テ
ー
ジ
付
き
の

大
集
会
室
、
約
釦

名
収
容
で
き
る

西
部
地
区
の
福
祉
の
拠
点
に

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
つ
つ

じ
荘
」
以
外
に
も
、
高
齢
者
の
い

こ
い
の
場
と
な
る
施
設
の
建
設
が

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
は

も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
活
動
の
中
核
と
な
る
地
域

1 号車停留所

地番 予定時間

．目2回目

:0110:01

:0210:02

ステーションｐ
一
つ

一

西部福祉セン タ 一 発 1回目

1
後藤宅前 久寺家2541 9:01

21寝装ナカジマ前｜久寺家1-10-11
3｜二階堂高校プール前|久寺家479-1

2 9:02

久寺家479-1 9:05 10:05

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

敷
地
面
識
は
約
２
５
０
０
平
方

脚
、
建
物
は
総
面
祇
７
０
８
平
方

脚
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平

屋
建
て
、
高
床
式
構
造
で
屋
上
に

は
人
エ
芝
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
一

面
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
は
、
入
口
か
ら
各
部
屋
、

ボ
イ
等
１
璽
一
教
垂
鯛
噸
室
－
１
１
１
１
１
」
痙
一

男
手
ト
イ
レー

武
子
ト
イ
レ

鷲神社入口前 久寺家3584 9:08 幽v瞳内擬鰭図|§ 女子浴室 男子浴室

中央電気本店前｜つくし野7-13-15 9:10 10:10

詮
0

女子鼠衣室11男子鯉室男子観衣室女子鼠衣室

常陽銀行我孫子支店前 並木5-4-36 9:15 10:15 ス
テ
ー
ジ

大律全壷

売
願71鈴木電装前

81我孫子食糧前

寿1-1-27 9：17 10:17 ホール

緑1-4-5 9：18 10:18 生
活
健
康

相
膜
童

エ
レ
ベ
０
夕
丁

ボランティア室ポランテイ41窪今毒 事務室

第一生命前 緑1-1-229 9:19 10:19 玄関

前
前
松

宅
発
若

口
開
屋

田
葵
藍

０
１
２

１
１
１

緑1-6-43 9:20 10:20
画
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
大
集
会
室
ス
テ
ー
ジ
付
き
の

畳
敷
き
広
間
。
帥
人
程
度
収
容
。

◎
小
集
会
室
囲
碁
、
将
棋
、
生

花
等
に
利
用
で
き
る
和
室
。

◎
生
活
健
康
相
談
室
生
活
・
健

康
相
談
や
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

を
行
う
部
屋
。

◎
浴
室
薬
湯
浴
槽
と
普
通
浴
槽

を
設
置
。

県
道
船
橋
我
孫
子
線
以
西
の
地

域
を
対
象
に
、
９
月
晦
日
の
敬
老

の
日
か
ら
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
行

き
の
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

各
停
留
所
と
時
間
は
左
表
の
と
お

り
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
き
い
・

浴
室
な
ど
全
て
に
段
差
を
な
く
し

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
全
に
気
軽

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
色
々
な
薬

草
を
集
め
た
薬
草
園
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。

施
設
内
容

９
月
燗
日
か
ら
Ⅵ

巡
回
バ
ス
運
行

葵開発前 緑1-11-14 9:22 10:22

蔭屋若松店前 寿2-24 9:25 10:25

ホンダプリモ店前13 寿2-15-10 9:28 10;28

嶺岸設備工業前 寿2-7-714 9:30 10:30

関口商店前腸
一
肥

栄8-22 9:32 10:32

サニーヴィラオカトー前 栄10-21 9:33 10:33

妻子原公園前(水道局下）17 9:35我孫子1671-24 10:35 ◎
屋
上
全
面
に
人
工
芝
を
張
り

半
分
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
残
り

半
分
を
憩
い
の
場
と
し
て
ベ
ン
チ

等
を
設
置
。
屋
上
へ
は
、
障
害
者

等
だ
れ
も
が
自
由
に
行
け
る
よ
う

皿
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
霞
。

◎
売
店
お
菓
子
等
を
販
売
。
飲

み
物
の
自
動
販
売
機
も
設
置
。
な

お
、
お
茶
等
は
湯
沸
室
で
の
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

囮
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
利
用
で

き
、
空
い
て
い
る
時
は
高
齢
者
向

け
社
交
ダ
ン
ス
場
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

◎
教
養
娯
楽
室
視
覚
障
害
者
へ

の
声
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

編
集
・
録
音
器
材
等
を
設
謹
。

“
浴
室

ｺー ジ揃(旧ｱｺドﾗｲ対ソ）18 並木6-13-8 9:39 10:39 h

’

【
■

2号車停留所

番号’ ｜地番 予定時間ステーション

西部福祉センタ一発 1回目 2回目

ﾁｭー ﾘｯブｸﾘー ﾆﾝグ前1 つくし野6-3-12 9:06 10:11
戸

2 パﾗｴﾃｨー ｼｮｯプジｮｨ刀揃 つくし野6-2-1 9;07 10:12 一

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼
場
所
根
戸
９
１
７
番
地
１

▼
開
館
時
間
午
前
、
時
か
ら

午
後
４
時

▼
休
館
日
毎
週
月
峨
日
、
毎

月
第
１
．
３
．
５
火
珊
日
、
国

民
の
祝
日
（
敬
老
の
日
は
除
く
）
、

哩
月
調
日
か
ら
１
月
３
日

▼
使
用
料

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
無
料

②
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
釦
歳

以
上
の
市
内
在
住
者
・
・
・
無
料

釦
歳
未
満
の
市
内
在
住
者
．
：
１

人
１
日
に
つ
き
１
０
０
円
、
市

外
居
住
者
．
：
１
人
１
日
に
つ
き

３
０
０
円

、

あさひ屋食堂前3

利
用
案
内

柴崎26-14 9:11 10:16 ※
帰
り
の
バ
ス
出
発
時
間
は
１
．
２
号
車
と
も
１
回
目
２
時
加
分
、

２
回
目
３
時
幅
分
や
３
回
目
４
時
扣
分
で
す
。
（
午
後
）

※
木
曜
日
の
「
つ
つ
じ
荘
」
行
き
の
市
内
循
環
バ
ス
は
、
従
来
ど
お

り
運
行
し
ま
す
。

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

巡
回
バ
ス
運
行
予
定
表

4 ヤクルト我孫子センター前 寿1-13-1 9:17 10:22

勝閏歯科駐車場前5 白山2-1-13 9:18 10:23

伊藤宅前6 白山3-3-6 9:22 10:27

7 染谷小児科医院前 白山3-1-32 9:25 10:30

NEC我孫子寮前 台田1-1-458 9:28 10:33

▼
利
用
方
法
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
者
は
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
者
は
電
話
で
西
部
福
祉
セ

ン
タ
ー
事
務
室
壷
（
顕
）
５
８
１

ｓ
（
９
月
吃
日
以
降
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

9 日産部品㈱前 台田3-1-53 9:30 10:35

さわとう商店前10 根戸1193 9:32 10:37

11 まごしん前 根戸1763 9:33 10:38

サンキ根戸店前12 根戸1235-1 9:35 10:40

’
|台田3-12 9:37 10:42

|’’’ ’ゴヤ前 我孫子17-17 9:43 10:48

下総基地 米軍機使用絶対反対の
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ｎ
年
目
を
迎
え
る
市
民
大
学
開

放
識
座
。
今
年
も
中
央
学
院
大
学
、

川
村
学
園
女
子
大
学
の
協
力
を
得

て
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
。
内
容
左
表
参
照

▼
場
所
川
村
学
園
女
子
大
学

大
学
圃
旗
弱
厘

川
村
学
園
女
子

大
学
開
放
講
座

’

守
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
§
§
§
§
§
＃
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
＃
＃
を
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
十
＄
坐

ダ

▼
対
象
一
般
成
人

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
識
座
番
号
（
複
数

受
誹
可
）
を
明
記
し
、
９
月
５
日

（
土
、
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
云
（
配
）
１
１
５
１
へ

7

中
央
学
院
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

一
般
成
人
を
対
象
に
、
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
秋
期
講
座
を
、
月
か

ら
４
か
月
間
に
わ
た
り
開
誌
し
ま

す
。
１
講
座
の
定
員
を
巧
名
と
し

少
人
数
に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式

で
進
め
ま
す
。
「
じ
っ
く
り
と
学
ん

で
み
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
に

最
適
で
す
。

誠
座
は
法
律
と
経
済
を
中
心
に

英
会
話
書
道
簿
記
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
な
ど
皿
講
座
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
中
央
学
院
大
学

▼
定
員
各
誰
座
巧
名

▼
申
込
み
。
問
い
合
わ
せ
同
大

学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
査
料

を
購
求
し
、
講
座
内
容
、
開
誰
期

間
、
受
誹
料
を
確
認
の
う
え
へ
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
講
座
名
を
明
記
し

９
月
拓
日
（
水
）
か
ら
塑
日
（
火
、
必

着
）
ま
で
に
久
寺
家
４
５
１
中
央

学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

壷
（
記
）
６
５
２
９
へ

な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
毎
月
第
２
土
曜
日
が

休
み
と
な
る
「
学
校
週
５
日
制
」
が

始
ま
り
ま
す
。
増
え
る
自
由
な
時

間
を
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
ま
す
か
。
家
族
や
友
だ
ち
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
等
、
自
分
で
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
し
、
そ
の
体
験
か
ら

何
か
を
学
ぶ
、
そ
ん
な
時
に
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。
そ
の
た
め
に

市
で
は
た
く
さ
ん
の
催
し
を
計
画

９
月
肥
日
例
土
曜
日
（
学
校
週
５
日
制
ス
タ
ー
ト
）

あ
な
た
は
ど
う
過
ご
し
ま
す
か

両甲

ロ山

幸 ●傘争や÷辛辛◎砕幸や÷●÷÷÷÷幸

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
め
て
休

み
と
な
る
９
月
哩
日
の
土
曜
日
に

行
わ
れ
る
企
画
や
催
し
を
紹
介
し

ま
す
。
Ｉ
教
育
委
員
会

指
導
課
壷
（
理
１
１
５
１
１

．
社
会
教
育
施
設
で
の
催
し
等

市
で
は
、
「
挑
戦
し
、
体
験
し
、

学
ぶ
」
み
な
さ
ん
の
手
助
け
の
た

め
に
、
烏
の
博
物
館
や
市
民
体
育

館
の
無
料
開
放
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
（
左
表
参
照
）
。
ぜ
ひ
ご
利
用

、

釧韻集

『
１
』
１
．
ザ
ー
ｊ
Ⅲ
１
１
◆

▼
ｄ
和
■

楽
し
く
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か

’
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
の
第
２
土
曜
日
の

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
内

各
小
学
校
に
学
校
管
理
員
２
名
を

配
置
し
、
校
庭
と
体
育
館
を
開
放

し
ま
す
が
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は

次
の
点
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
利
用
出
来
る
人
は
、
学
区
内
の

子
供
で
す
。
②
施
設
を
利
用
す
る

人
は
、
そ
の
都
度
利
用
者
名
簿
に

名
前
、
学
年
、
自
宅
の
電
話
番
号
等

を
記
入
し
、
帰
宅
す
る
と
き
に’

’
1

’ (弁当持参）

’ 名
前
を
消
し
て
か
ら
帰
り
ま
し
ょ

う
。
③
施
設
利
用
の
規
則
を
守

り
、
危
険
な
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
④
万
一
、
け
が
等
を
し
た
時

は
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

場
合
に
よ
っ
て
、
我
孫
子
市
住
民

活
動
災
害
保
障
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

◎
親
子
で
サ
ッ
カ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

９
月
哩
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
「
サ
ッ
カ
ー
１
日
体
験
入
団
」

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
表
参 口

；

々
？

；
照
）
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
サ
ッ
カ
ー
専
門
部
斉
藤
敏
夫

壷
（
銘
）
５
８
３
１

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
が
９

月
週
日
（
日
）
か
ら
巧
日
（
祝
）
ま
で

の
３
日
問
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
礼
に
伴
い
へ
左
図
の
と
お

り
交
通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
現
場
の
指
示
に
従
っ
て

安
全
通
行
Ｅ
」
協
力
く
だ
さ
い
。

※
車
両
通
行
止
め
の
道
路
は
、
緊

急
自
動
車
、
路
線
バ
ス
等
、
許
可
車

を
除
い
て
す
べ
て
通
行
禁
止
に
な

I

口
I

I
C

I付
す
る
受
験
申
込
番
に
必
要
事
項

を
自
筆
で
記
入
し
、
写
真
２
枚
（
ラ

イ
カ
判
上
半
身
無
帽
で
最
近
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
所
定

の
位
竃
に
ノ
リ
付
け
）
、
卒
業
筧

込
塗
証
明
書
、
成
績
証
明
書
最

終
学
歴
）
各
１
通
を
添
付
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
科
目
面
接
、
作
文

▼
試
験
日
９
月
調
日
（
火
）
午

前
９
時
“
分
か
ら
（
筆
記
用
具
を

持
参
の
こ
と
）

▼
場
所
市
役
所
障
害
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ
市
障
害
福
祉
課

内
我
孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

霊
（
妬
）
１
１
１
１

※
８
月
超
日
号
２
面
、
「
公
立
学
校

が
週
５
日
制
に
」
の
記
事
中
、
公
立

高
校
と
あ
る
の
は
公
立
学
校
の
誤

り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。 り

ま
す
。
ま
た
、
布
佐
駅
東
側
の

竹
内
神
社
か
ら
北
千
葉
揚
排
水

機
場
ま
で
の
区
域
の
道
路
は
、

国
道
３
５
６
号
線
以
外
で
も
神

典
山
車
の
通
行
中
は
片
側
通

行
と
な
り
ま
す
。
交
通
規
制
区

域
内
道
路
で
は
自
転
車
も
押
し

て
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

署
壷
（
鑓
）
０
１
１
０

■■車両通行禁止

9月13日（日)A～B12:45～14

9月14日（月)A～B18:30～20

9月15日(祝)A～B12:00～13

9月15日(祝)A～C19:50～21

15

30

30

00

●

講座番号

1

2

購 座

モンゴル国文字改革の現状

-1992年一

歌う楽しさ

講師

竹端瞭一教授

柳澤安雄助教授

開設日時

9月19日(土）
13：20～14：40

9月19日(土）
14：50～16：10

3

4

西洋中世の女性

I

喫煙と飲酒の害について

5

|‘

中国の現状く歴史的省察＞

日本のデータベース・世界データベ
ース

佐伯有一教授

磯野秀明教授

7

8

テレビは子供の教育に生かされるか

教育の名著を読み日本の現状を考え
る

9

10

11

12

13

14

傭報社会を生きる

世界の心理学の現況

(第25回心理学国際会議を中心に）

生活に生かすカウンセIﾉング

人類史と未来への方向感覚

やさしい「美」について

日本とイギリスの児童文学

(日本語による講演）

安田浩教授

岡本榮一教授

杉渓一言教授

松井透教授

小松省三助教授

ラリー.L･ハリソン

助教授

10月31日(土）
13？20～14：40

10月31日(土）
14；50～16：10

11月7日(土）
13：20～14：40

11月7日(土）
14：50～16？10

11月21日(土）
13：20～14：40

11月21日(土）
14：50～16：10

都留久夫教授
9月26日(土）
13：20～14：40

坂口早苗助教授

福屋武人教授

中澤浩一教授
10月17日(土）
14：50～16？10

9月26日(土）
14：50～16：10

10月3日(土）
13：20～14：40

10月3日(土）
14：50～16：10

10月17日(土）
13：20～14：40

内税方式

市
民
会
館
使
用
料

公
民
館
使
用
料

市
民
体
育
館
使
用
料

集
会
施
設
（
近
隣
・
市
民
セ
ン
タ
ー
）
使
用
料

我
孫
子
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場
使
用
料

外税方式

水
道
料
金

給
水
契
約
負
担
金

下
水
道
使
用
料

一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

産
業
廃
棄
物
の
処
理
費
用

I

対
象
と
な
る
使
用
料
。
手
数
料

ｎ
月
８
日

（
日
）

9：30～15：30

我
孫
子
地
区

（
武
者
小
路
邸
、
北
星
神
社
方
面
）

我
孫
子
駅

一
隅
口

皿
月
４
日

へ

日
一一三

湖
北
地
区
（
中
野
邸
、
芝
原
城
跡
、

古
利
根
方
面
）

北湖

北

ロ駅

９
月
過
日

へ

日
Lー夕

布
佐
地
区
（
岡
田
邸
、
竹
内
神
社
、

栄
橋
、
徳
満
寺
方
面
）

布
佐
駅

南
口

期
日

時
間

地
区

集
合
珊
所

施設名

鰯の博物館

市民体育館

市民図祷館

(布佐分館）

湖北 地区

公 民館

時間

午前9時30分から

午後4時30分まで

午前8時30分から

正午まで

午前10時30分から

11時30分まで

午前9時30分から

11時30分まで

内容

小・

無料

中・高校生は入館

小・中学生のために全

面無料開放

おはなし会

親子で楽しめる映画会

紙の魔法使い､折り紙〃

場所（各絞校庭）

根戸小学校

並木小学校

我孫子第一小学校

高野山小学校

湖北台西小学校

湖北台東小学校

新 木小学校

布佐南小学校

サッカークラブ名

つくし野S、C，

翼S、C、

我孫子隼S，C，

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

湖北台西S、C、

湖北台クラブ

新木やまとS､C、

布佐S、C、

時間

高野山S、C、

その他

ｌ
迦
酬
可
飼
割
胴
調
詞
引
開
始
時
間
の
鋤
分
前
ま
で
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
．
Ｉ
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方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
９
月
四
日
（
主
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｎ

時
釦
分
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

扇健康ガイド
こ
れ
か
ら
、
父
親
、
母
親
に
な
る

9月の日曜｡休日当番医

健
セ
ン
タ
ー
でp

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証

▼
日
程
９
月
１
日
（
火
）
、
８
日

（
火
）
、
”
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
（
そ
の
他

相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
４
年
５
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
～
６

歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
検
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
ｕ
か
月
恩
を
利
用
し
、
医
療

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

活
習
憧
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
両
親
の
役
割
を
見

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

Ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ｒ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
６
Ｐ
巳
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一

▼
日
時
９
月
、
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
２
年
１
月
生
ま
れ

（
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
通
知
〈
ガ
キ
、
使
用
中

の
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
王
、
コ
ッ
プ

タ
オ
ル
、
母
子
健
康
手
帳

月
西
日
～
犯
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
・
子
供
用
各

１
本
）

▼
対
象
生
後
４
か
月
か
ら
４
歳

未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受

け
て
い
な
い
乳
幼
児
（
対
象
児
に

は
通
知
し
ま
す
）

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
２

，次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
疹

の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
、
Ｍ
Ｍ

Ｒ
（
新
三
種
混
合
Ｉ
麻
瘡
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぎ
を
希
望
す
る

方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

＝

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

一一一一－1『

栄
養
士
に
よ
る
食
事
記
録
の
カ

ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や
献
立
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
百
時

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３

時
雲
一
価
午
後
１
時
か
ら
１
時
訓
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

な
お
、
発
熱
等
心
配
な
時
は
、
主

治
医
に
相
談
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
ツ
反
お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
日
程

▼
愛
用
該
当
児
は
無
料

し
込
み
電
話
予
約

Ｉ
Ｉ

■

’１
１

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
悩

み
を
持
っ
た
方
の
た
め
に
精
神
衛

生
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達

郎
先
生

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

貧
血
に
つ
い
て
学
び
、
克
服
し

し
ん
し
ゆ
つ

潅
出
性
中
耳
炎
は
中
耳
に
溶

出
液
が
た
ま
り
、
音
が
聞
こ
え

に
く
く
な
る
中
耳
炎
で
す
。
急

性
中
耳
炎
の
よ
う
に
強
い
痛
み

や
耳
だ
れ
も
な
く
、
中
耳
腔
に

液
が
た
ま
り
難
聴
に
な
り
ま
す
。

両
耳
の
場
合
は
聞
こ
え
が
悪
い

の
で
本
人
も
親
も
気
が
つ
く

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
片
耳

だ
け
の
場
合
に
は
気
が
つ
か
な

い
で
見
逃
き
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
、
耳
が
つ
ま
っ
た

感
じ
が
す
る
と
か
、
耳
の
中
で

何
か
音
が
す
る
と
か
、
理
由
も

な
く
一
方
の
耳
に
よ
く
手
を
も

健
康
メ
モ
⑰’ ’

大
腸
が
ん
の
予
防
や
治
療
な
ど

に
つ
い
て
の
識
演
で
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
叉
無
料
）
・

▼
日
時
９
月
妬
日
（
水
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
東
葛
辻
仲
病
院
院
長

辻
仲
康
伸
氏

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
９

月
型
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

中
耳
炎
の
後
に
起
こ
る
の
で
、
痛

み
や
耳
だ
れ
が
な
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
治
療
を
や
め
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
中
耳

炎
の
治
っ
た
後
で
は
、
聴
力
検
査

を
受
け
て
お
く
の
が
一
番
良
い
こ

と
で
す
。

▼
持
参
筆
記
用
具
、
健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
申
し
込
み
９
月
幻
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ぐ
貧
血
教
室
日
程

っ
て
い
く
場
合
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
の

音
を
大
き
く
し
て
聞
く
、
名
前
を

呼
ん
で
も
返
事
を
し
な
か
っ
た

り
、
聞
き
返
す
こ
と
が
多
い
場
合

は
、
特
に
注
意
し
て
早
く
医
師
の

診
察
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

潅
出
性
中
耳
炎
の
多
く
は
急
性

ふ
え
て
い
る
小
児

の
樛
出
性
中
耳
炎

，
‐
卜
‐
ｊ
‐
１
‐
ト
ー
，
Ｉ
ｉ
ｌ
‐
１
‐
１
卜
‐
ｊ
，
’
ｊ
ｒ
ｈ
Ｊ
‐
Ｌ
け
り
ｌ
ｊ
ｈ
ｒ
岾
恢
ｈ
〃
‐
此
〃
‐
～
ｌ
ｌ
ｒ
ｈ
ｒ
ｈ
〃
‐
Ｌ
〃
‐
Ｌ
Ｊ
Ｌ
〆
乢
〆
乢
ｒ
ト
ー
ｊ
Ｌ
旧
岾
仮
叱
恢
Ｌ
Ｊ
リ
ー
ト
ー
ｊ
ｌ
１
“
り
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
沁
一

午
後
１
時
と
１
時
“
分

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
９
月
８
日
（
火
）
受
付
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

’
て
お
く
と
、
難
聴
は
良
く
な
り
ま

せ
ん
し
、
進
む
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
聴
神
経
の
障

害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
は

注
意
し
て
、
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぴ
譜
段
か
ら
鼻
炎
な
ど
で
鍛
癖
、

鼻
閉
の
あ
る
子
ど
も
、
口
を
よ
く

、
こ
う
が
い

あ
い
て
い
る
子
ど
も
、
特
に
口
蓋

れ
つ裂

の
あ
る
子
ど
も
は
溶
出
性
中
耳

炎
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
大

切
で
す
。

耳
に
液
が
た
ま
っ
た
ま
ま
に
し

、

状
で
お
悩
み
の
方
健
ご
相
談
を
。

▼
日
時
。
場
所
９
月
Ⅳ
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
柏
保
健
所

▼
担
当
医
東
京
慈
恵
会
医
科
大

察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
．
一

指
導 こ

の
病
気
が
ど
う
し
て
最
近

ふ
え
て
き
て
い
る
か
は
、
ま
だ

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
感
冒
の
際
に

お
こ
る
軽
度
の
急
性
中
耳
炎
が

抗
生
剤
の
使
用
に
よ
り
、
無
症

状
に
近
い
状
態
で
過
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
や
、
急
性
中
耳
炎
が
抗

生
剤
の
普
及
で
早
く
軽
く
な
る

た
め
、
素
人
判
断
で
治
療
を
中

止
し
て
し
ま
う
例
が
多
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
健
診
や
三
歳
児

健
診
が
普
及
し
た
た
め
に
、
早

く
見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
ふ
え
た
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
理
５
５
２
５’

’ ’55
L

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

6日

、13,日
、

15日

可

120日

23日

27日

病･医院

アビコ外科鐇形外科病院

藤本内‘科医院

我孫子東邦病院

| 星 野医院
一一＝－一一一

'我孫子つくし野病院
字

|ホリスティック天王台クリニック

,我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

天王 台整形外科

我 孫 子 聖 仁会病院

村山医院

電話

84-7321

82-1885

82-8166

88-2248

h 84=2211

‘85-3082

84-2211

82-8166

82-5071

88-3111

82=5171

第1回

第2回

第3回

9月4日

(金）

9月11日

(金）

9月18日

(金）

･妊娠中、産後の生活
･妊婦体操（実習）

･産科医の話（妊娠中の異常とお

産の経過）
･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生（歯みがき実
習）

･妊娠中の栄斐

･赤ちゃんの養繊

育
児
相
談

大
腸
が
ん
検
診
卿
譜

市
で
は
、
最
近
増
加
が
著
し
▼
受
診
方
法
市
内
の
委
託
医

い
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
・
治
療
機
関
（
、
月
１
日
号
の
広
報

療
の
た
め
、
ｍ
月
か
ら
大
腸
が
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
に
直
接

ん
検
診
事
業
を
始
め
ま
す
。
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
採
便
器

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
と
検
診
票
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
“
歳
以
▼
費
用
無
料

上
の
方
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

▼
期
間
、
月
１
日
か
ら
廻
月
－
壷
（
ｗ
）
１
１
３
１

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言上醸恐(Sｱ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

I
１
期
は
生
後
遡
か
月
か
ら
銘
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で

３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
吻
～
蝿
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
混
吾
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
希
望
す
る
方
は
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻 疹

(は．しか）

生
後
皿
か
月
か
ら
形
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
岨
か
月
か
ら
稲
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／
該
当
児
お

ぴ
接
種
期
間

栄
養
相
談

期日

9月1日

(火）

9月8日

(火）

9月22日

(火）

主な内容

･身近な健康法（話）

･体操(深呼吸､体を動かす基
本）

･食事診断

･栄韮のバランスをとるた
めに

．正しい歯のみがき方と歯

そうのうろうの予防
・屑こり腰痛予防の体操

肩
こ
り
腰
痛
教
室

９
月
犯
日
（
火
）

９
月
型
日
（
木
）

９
月
１
日
（
火
）

９
月
３
日
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

貧
血
教
室Ｉ

精
神
衛
生
相
談

大
腸
が
ん

講
演
会

第
１
回

第
２
回

9月28日

（月）

10月2日

(金）

･貧血とは

（医師の話）
･健康体操

･グループワーク

(日常生活の見直
し）

･試食「鉄分豊富

な料理」

･健康体操

療
育

相

談

３
歳
健
康
診
査

犬
や
猫
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う
。１

１

神
経
難
病
相
談



■
(4)銅び

鐙
市
民
図
書
館

．
串
湖
北
台
分
館

こ
雲

1992 9．1
第836号

一

－

秋
の
夜
長
に
味
わ
う
古
典
文
学

を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
古
典
落
語

名
作
選
：
、
蔽
島
友
治
）
＊
大

庭
み
な
子
の
雨
月
物
語
＊
生
方

た
つ
ゑ
の
蜻
蛉
日
記
、
和
泉
式
部

日
記
＊
太
平
記
を
歩
く
・
・
．
（
田

中
澄
江
）
＊
南
総
里
見
八
犬
伝

…
西
亭
馬
琴
）
＊
平
家
物
語

の
世
界
。
：
（
村
井
康
彦
）
＊
吉

行
淳
之
介
誕
好
色
一
代
男

◎
古
典
の
旅
シ
リ
ー
ズ
＊
と
は

ず
が
た
り
：
．
富
岡
多
悪
子
＊
枕

草
子
．
：
田
中
澄
江
＊
東
海
道
中

膝
栗
毛
・
・
・
田
辺
聖
子

楽
し
く
て
お
か
し
く
て
、
ち
ょ

っ
と
こ
わ
い
お
話
を
し
た
り
、
絵

本
を
読
ん
だ
り
し
ま
す
。
４
歳
か

ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
お
友

達
と
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
９
月
３
日
（
木
）
、
”

肩
の
こ
ら

文
学
図 攪

一

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
副
）
１
１
１
０

容
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
閉
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９

し

会

◎
湖
北
台
分
館
（
油
絵
）

▼
作
品
。
作
者
「
野
菜
」
〈
Ｆ

６
〉
、
「
木
枯
」
〈
Ｆ
５
〉
、
「
月

下
美
人
」
〈
Ｆ
６
〉
：
、
高
橋
束

二
（
湖
北
台
）
、
「
古
河
邸
」
〈
Ｆ

巧
〉
、
「
白
馬
の
見
え
る
丘
」
〈
Ｆ

６
〉
：
．
森
田
撲
一
（
中
塁

◎
布
佐
分
館
（
油
絵
）

▼
作
品
・
作
者
「
マ
ン
ハ
ッ
タ

日
（
木
）
、
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
９
月
、
日
（
木
）
、
泌
日
（
木
）
、
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
調

分

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

そよかせ暑償轆豊)9局の日程(蕊）‐I

|ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間（午後 ）

湖北湖北地区公民館1:20～1:50

1中峠中峠地田谷公園2:10～2:50

1青山台||柴崎台4号公園3:10~4:00
1布佐平和台|布佐南近隣センター|2:00~2:40
新木野|あらき野ストアー悪|3:00~4:00
久寺家|久寺家あけぼの公園’2:00~2:45
つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏|3:00~4:00
天王台東天王台東児童公園|2:00~2:50
天 王台西浅野谷3号公園3:10～4:00

白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00

|台田台田池尻公園3:20~4:00
l根戸根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏3:00~4:00

曜日｜日
’

※’
２
．
桁

１
１
一
一

3
⑤

17

－－－－

=一一一－－

木

４
・
肥 ９

月
幻
日
か
ら
訓
日
ま
で
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
運
動
期
間
中
の
９
月

妬
日
（
土
）
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
人
形
劇
や
シ
ョ
ー
な
ど
で
楽
し

み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
覚
え
ら

れ
る
「
ち
び
っ
こ
交
通
安
全
大
会
」

ン
」
〈
、
号
〉
、
「
梅
雨
」
〈
、

号
〉
：
由
村
美
保
子
（
新
木
野
）
、

「
冬
の
海
」
〈
、
号
〉
、
「
ば
ら
」

〈
８
号
〉
・
・
・
藤
瀬
晃
子
（
つ
く
し

野
）

画
展
示
期
間
９
月
３
日
（
木
）
か

ら
、
月
６
日
（
火
）
ま
で

〈
垂

ち
び
客
屋
蕊
通
安
窒
茨
芸

h

水 9

川
。
別

木

’川
・
閲’

－

金

…
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
。
ち

び
っ
こ
に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
お
日
王
）
午
後
２

時
か
ら

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
＊
交
通
安
全
劇
＊
歌

の
お
姉
さ
ん
と
子
ど
も
シ
ョ
ー

＊
人
形
劇
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

（
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
）

▼
入
場
方
法
市
役
所
市
民
生
活

課
支
所
、
行
政
連
絡
所
で
配
布
し

て
い
る
入
場
券
（
先
着
１
０
０
０

名
）
を
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
券
配
布
９
月
型
日
（
月
）

か
ら
（
原
則
１
人
１
枚
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係

畠
８
月
妬
日
（
旦
、
市
民
会
館

で
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
祭
典

「
第
８
回
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
選
ば
れ
た

妬
組
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
若
さ

い
っ
ぱ
い
の
演
奏
を
披
露
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
「
ｗ
Ｉ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
」
は
、
フ
エ
ス
テ

⑩

ウイークリー

WIERCRRY
(ロック・バンド）

イ
バ
ル
初
の
中
学
生
バ
ン
ド
。
み

ん
な
音
楽
が
好
き
で
仲
間
の
家
で

ギ
タ
ー
を
持
ち
寄
り
練
習
し
て
い

た
が
、
今
度
は
ド
ラ
ム
を
そ
ろ
え

て
バ
ン
ド
を
組
も
う
と
今
年
４
月

に
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
「
１
度
は

大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
」

と
夢
を
い
だ
き
、
今
回
そ
の
夢
を

先
生
方
や
家
族
の
協
力
に
よ
り
実

現
さ
せ
た
。

練
習
は
、
主
に
湖
北
地
区
公
民

館
で
先
生
に
場
所
を
確
保
し
て
も

ら
い
行
っ
て
い
る
。
練
習
日
に
は
、

必
ず
先
生
や
父
兄
も
同
伴
し
、
生

徒
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。

「
立
派
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
の

が
と
て
も
嬉
し
い
。
コ
ピ
ー
バ
ン

ド
だ
け
ど
糖
一
杯
演
奏
す
る
だ
け
。

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
み
ん
な

の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
メ
ン

全
国
の
交
通
事
故
は
、
依
然

と
し
て
あ
と
を
た
た
ず
、
市
内

で
も
交
通
事
故
が
大
変
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す

る
に
は
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
ゆ
ず
り
あ
い
の

心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

交通災害見舞金
を支給します

種類 死亡見舞金 障害見舞金

災
害
区
分

死亡（災害発生の日か

ら当該事故力喧接の原

因となって6か月以内

に死亡した者）

災讐発生の日から6か

月以内の治縦期間に係

わる障害

バ
ー
全
員
。

現
在
、
湖
北
中
に
通
う
生
徒
た

ち
で
、
部
活
は
陸
上
葎
野
球
、
剣
道
、

テ
ニ
ス
な
ど
全
員
が
運
動
部
で
活

躍
。
後
難
の
面
倒
み
も
良
く
ク
ラ

ス
の
人
気
者
だ
。

「
み
ん
な
礼
儀
正
し
く
、
勉
強
や

市
で
は
不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
あ
っ
た
人
の
た
め
に
、
交

通
災
害
見
舞
金
制
度
（
右
表
参

照
）
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
交
通
事
故
発
生
日
か

ら
１
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

と
演
奏

実治擦日数10日以内

1万円

実治療日数11日以上

1日につき1000円

（180日を限度）

金
額

30万円（主として生計

を維持し、かつ扶韮家
族を有する人は50万円）

本
番
で
は
、
自
由
に
伸
び
伸
び
と

演
奏
し
て
も
ら
い
た
ど
と
指
導

す
る
清
田
先
生
。

将
来
は
「
プ
ロ
に
な
ろ
う
と
い

う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
み
ん

な
と
高
校
に
い
っ
て
か
ら
も
バ
ン

ド
を
続
け
た
い
」
と
リ
ー
ダ
ー
の

綾
部
茂
さ
ん
。

部
活
に
も
種
極
的
。
今
回
の
ヤ
ン

グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
参
加
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
一

生
の
思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ー

ク
対
策
協
議
会
（
警
察
庁
・
運
輸
一

省
等
）
で
は
、
９
月
釦
日
ま
で
「
無
一

保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
を
な
く
一

そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
一

ま
す
。２

５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
に
一

は
車
検
制
度
が
な
く
、
自
賠
責
保
一

険
の
継
続
契
約
も
つ
い
忘
れ
が
ち
一

で
す
。
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
一

議
議
霊

共
済
）
で
走
る
と
、
嗣
金
、
免
許
停
一

止
処
分
等
に
な
り
ま
す
。

万
一
、
契
約
切
れ
に
な
っ
た
場
一

合
は
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
一

代
理
店
余
イ
ク
・
自
転
車
店
等
）
、
一

挫
協
等
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
、
Ｚ

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交
一

通
防
犯
係

／

保
虐
卒
に
糸
噸
入

零
竜
驫
責
一

陰
自
由
に
伸
び
伸
び
若
さ
い

つ
ぱ
い
に
演
奏

▲
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
の
皆
さ
ん を'一八一

1
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Ⅱ
漣
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
マ
イ
コ
ン
沸
騰
ジ

ヤ
ー
ポ
ッ
ト
新
品
〈
原
田
云
亜
）

７
９
０
１
〉
＊
ダ
ン
ス
２
さ
お

（
サ
イ
ズ
幅
１
９
０
ｍ
４
枚
扉
、

１
５
０
叩
半
円
形
鏡
付
き
）
〈
竹
下

壷
（
認
）
３
３
５
８
〉

▽
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

⑳
③
園
僧
翻
③
⑪
②
⑪

秋
暑
し
田
に
引
く
水
の
音
も
な
く
前
田
は
る

震
》
罪
華
錆
蠅
非
峠
詑
誕
》
加
熱
海
》
原
巷
健
蓉

杲
新
涼
や
空
の
広
さ
に
ち
ぎ
れ
雲
壁
谷
千
鶴
子

谷
夏
祭
り
子
振
り
に
結
ぶ
ゆ
か
た
帯
関
口
静
江

句
染
蜜
れ
繕
ん
颪
嘉
し
げ
り
鍔
登

謡
禰
縦
蕊
嘩
蕊
三
谷
葵

Ｆ＃

松
浦
白
梅

終
戦
忌
義
兄
畢
手
し
た
る
駅
の
無
し
海
老
原
百
合
子

古
里
の
川
面
に
映
る
花
火
か
な
采
女
昇

。
限

す
に

日
に
灼
け
て
脈
を
と
り
ゐ
し
開
業
医
松
浦
忠
彦

で
作

迎
へ
火
や
利
根
渡
り
ぞ
め
父
母
の
魂
山
口
魁

一
毛
０
０
－

ナ
人
課
。
：
：
…
：
…
…
：
：
．
．
：
：
…
・
…
…
：
…
．
：
：
…
…
：
：
：
：

圭
司
雛
負
け
た
る
者
と
勝
ち
た
る
者
に
注
ぐ
眼
の
落
差
は
げ

》
》
癖
吐
訴
雪
軸
一
硅
識
》
》
窪
」
は
悲
し
か
り
老
い
て
引

木
崎
洋
子

勢
蝿
岬
癖
趣
郵
誕
諏
識
奉
碓
ぱ
愛
し
子
を
育
む
如
く
花
咲
く

康
淑
正

は
日
子
を
待
つ
渡
辺
万
里

却
恥
癖
流
れ
く
る
雌
し
太
鼓
に
せ
か
さ
れ
て
藍
の
浴
衣
の
児

隷
睡
魂
先
を
放
ち
や
る
池
田
弓
子

文
切
ま
募
音
も
な
く
庭
に
降
り
来
て
雀
一
羽
草
実
つ
い
ば
む
羽

締
り
応
振
り
を
さ
な
く
公
手
孝
嗣

十
年
も
手
足
と
な
り
し
自
転
車
を
査
源
回
収
の
朝
廃

選
車
せ
り

村
上
弘

太
雀
等
の
騒
げ
る
声
に
出
で
見
れ
ば
青
大
将
の
道
ふ
さ

寛
ぎ
ゐ
る
奥
理
吏
江

本
朝
ま
だ
き
青
き
匂
い
を
身
に
ま
と
い
夫
は
帰
れ
り
草

敬
山
刈
り
費
い
て
蕊
妻

短
臺
房
廷
聞
そ
碧
慧
く
琴
裳
れ
る

稲
田
の
上
に
染
谷
新
一

夕
毎
に
米
の
と
き
汁
か
け
や
り
し
朝
顔
の
咲
く
色
あ

ざ
や
か
に
安
楽
嘉
子

ｌ
ナ
ー
掲
載
は
市
民
生
活
課
消
饗

生
活
係
で
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
の
注
意
取
り

扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用
品
な

ど
主
と
し
て
日
用
品
雑
鐙
等
の
耐

久
消
費
財
と
し
ま
す
。
衣
類
、
生
き

物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

ひ

ろ

穂 民



あ

Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
南
口
、
常
磐
線

と
国
道
３
５
６
号
線
に
挾
ま
れ
、

東
西
に
細
長
く
位
置
し
て
い
る
の

が
、
今
回
紹
介
す
る
我
孫
子
第
二

町
内
会
（
右
図
参
照
）
。

町
内
会
の
発
足
は
古
く
て
定
か

で
な
く
、
昭
和
巧
年
頃
に
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
組
織
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
〃
隣
組
〃
が
基
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
会
員
数
は
師
世
帯
（
５

班
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地

一
』
罐
獅
催
藝
》
華
や
蝿
》
歴
区
蘂
燭

は
も
う
少
し
多
い
。

び
薑
を
蕊
る
籠
焉
き
ん

第836号(5)1992 9．1 一

一

’

NH■ｺﾝｻ團卜
10月18B(B)市民会館で開催

0
一

問耐
に
、
町
内
会
の
様
子
を
伺
っ
た
。

「
こ
の
辺
り
は
駅
に
近
い
し
、
買

物
に
も
便
利
で
住
み
良
い
所
で
す

ね
。
長
く
住
ん
で
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
、
皆
ざ
ん
顔
見
知
り
が
多

自治会訪芸
術
の
秋
、
市
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千

葉
放
送
局
と
共
催
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ

Ｍ
放
送
の
公
開
録
音
番
組
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
秋
の
ひ
と
時
、
名
曲
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
乳
幼
児
の
同
伴
は
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
、
月
鵡
日
（
日
）
午
後
３

時
開
場
、
４
時
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

－

隣
組
か
ら
発
足
し
た
町
内
会
も
、

ま
ち
へ

酷
『
０

く
、
ま
と
ま
り
も
い
い
で
す
よ
。
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
な
ど
も
う
ま
く
や

っ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
と
い
っ
た
活
動
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
７
月
に
行

▼
入
場
料
無
料

▼
出
演
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
指
揮
山
下

一
史
、
ピ
ア
ノ
海
老
彰
子

▼
演
奏
曲
目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
〈
長
調
Ｋ
４

６
７
」
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
交
響
曲

第
３
番
」
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法
往
復
〈
ガ

キ
（
１
枚
１
人
）
の
往
信
裏
面
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
復
信
面
の
宛
名
を
明
記

し
て
、
、
月
２
日
（
金
、
必
着
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先
〒
２
６
０
干

葉
市
中
央
区
中
央
４
の
皿
の
理

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
「
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」
公
開
係

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

文
化
係
念
（
理
１
１
５
１

0

Ⅱ
我
孫
子
第
二
町
内
会
Ｉ

”

▲土地区画整理事業で様変わりする

町内会の街並み

わ
れ
る
八
坂
神
社
の
祭
礼
に
は
、

町
内
会
と
し
て
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
赤
い
羽
根
の
募
金
や
歳

末
助
け
合
い
運
動
な
ど
の
社
会
福

祉
活
動
に
も
、
皆
さ
ん
非
常
に
協

力
的
で
す
ね
。

悩
み
と
し
て
は
、
区
域
内
に
活

動
拠
点
が
な
い
こ
と
で
す
ね
。
し

か
し
、
震
物
線
跡
地
に
で
き
る
建

物
の
中
に
は
、
立
派
な
集
会
施
設

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ

ん
大
い
に
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
。

新
し
い
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
く
の
は
い
い
こ
と
な
ん
で
す

が
、
昔
の
ま
ち
の
面
影
が
な
く
な

っ
て
い
く
の
は
寂
し
い
で
す
ね
」

▼
会
長
佐
藤
正
行
本
町
１
の

２
の
７

７
月
過
日
、
教
育
委
員
会
主
催

の
「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
少
年
合
唱
団

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
森
少

年
合
唱
団
は
、
ウ
イ
ン
ナ
ワ
ル
ヅ

や
男
の
子
が
女
の
子
を
も
演
じ
る

『一

！ 合
唱
の
楽
し
さ
満
喫
訓
向
陶
噌
』
ぁ

一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

ウ
ィ
ー
ン
の
森
少
年
合
唱
団

輪舞
■
』

ノ、

オ
ペ
レ
ッ
タ
を
日
本
語
を
交
え

て
好
演
す
る
な
ど
、
楽
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
、
高
野
山
小
学
校
合
唱
部
記

名
の
皆
さ
ん
が
焚
助
出
演
。

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重

ね
て
き
た
児
童
た
ち
は
、
ウ
ィ

ー
ン
の
森
少
年
合
唱
団
と
「
野

ば
ら
」
を
合
同
合
唱
（
写
真
）
し

た
り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

「
あ
の
日
か
ら
」
な
ど
を
披
露

し
て
、
満
員
の
聴
衆
か
ら
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
の
交
流

会
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

麺2回舅蝋繼鞘刷

▲
共
同
研
修
会
で
挨
拶
を
す
る

大
井
市
長

こ
の
共
同
研
修
会
は
、
東
葛

飾
地
域
の
６
市
２
町
（
松
戸
・

柏
・
野
田
・
流
山
・
鎌
ケ
谷
・
我

孫
子
市
へ
沼
南
・
関
宿
町
）
の
幹

部
聯
員
を
対
象
に
、
毎
年
２
回

開
催
。
今
年
度
上
期
の
研
修
会

は
、
約
５
５
０
名
が
参
加
し
て

７
月
訓
日
に
我
孫
子
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

誰
減
に
先
立
っ
て
挨
拶
を
し

た
大
井
市
長
は
「
地
方
行
政
を

取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に
、
的

確
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
や
問

題
へ
の
対
応
能
力
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
研
修
会
は

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
こ
の
日
は
、
皆
さ
ん
に
救
急

医
療
や
救
急
業
務
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

救
急
態
勢
の
充
実
・
強
化
を
図

＝…孝宅や z蝿

躯
東
葛
市
町
幹
部

職
員
共
同
研
修
会

救
急
講
習
会
を
開
確
あ
び
こ
あ
妬
唾
刺
罫

ｒ

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

骸≦

識
習
会
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ｍ
名
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
電
話
で
消
防
本
部
警

防
課
塞
（
副
）
０
１
１
９
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

れ
こ
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
９
月
９

日
か
ら
巧
日
ま
で
は
「
救

急
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
つ
応
急
手
当

や
心
総
え
な
ど
を
学
ぶ
、

「
救
急
講
習
会
」
（
写
真
）

を
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。 "c)色鼻 ③C》 の●｡

＝手＝賀＝沼

昔
懐
し
い
手
壷
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
真
夏

の
祭
典
「
第
８
回
我
孫
子
ヤ
ン

グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
よ
り
す
ぐ
り
の
巧
グ

ル
ー
プ
が
出
演
し
て
、
８
月
猫

日
（
且
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ

第
８
回
ヤ
ン
グ
一

夏
の
暑
さ
も
ブ
ッ
飛
び

や

今

一
ヨ
ー
ジ
ツ
ク
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

剛
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
高
校
・
大
学
生
、
女
性
バ
ン

ド
、
セ
ミ
プ
ロ
級
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
グ
ル
ー
プ
が
ス
テ
ー
ジ
を
と
こ

ろ
狭
し
と
動
き
回
り
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演

奏
を
披
露
（
写
真
）
。

会
場
に
は
加
代
の
若
者
や
ロ

ッ
ク
フ
ァ
ン
を
中
心
に
多
く
の

人
達
が
詰
め
か
け
手
拍
子
や
声

援
を
送
り
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が

一
体
に
。
出
演
者
の
中
に
は
客

席
に
降
り
て
演
奏
す
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
、
館
内
は
夏
の
暑
さ

も
プ
ッ
飛
び
の
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 現市役所下の交差点付近

⑦昭和36年頃撮影．中島一郎氏（寿）④現在

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

土
地
区
画
整
理
事
業
で
新
し
い
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地域子育て相談

米
｢小学墓道男ｸ乳作藷

平成4年8月1日現在＊世帯数40,342世帯
人口122,449人男61,435人女61,014人

●市役所本庁85-1111●市民体育館87-1155
●つくし野支所84-8801●市民図書館本館84-1110湖北台
●湖北台支所88-0828分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
●消防署84-0119●つつじ荘88-0123

●少年センター84－1900●生活環境課(浄化槽)87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515天王台北82-9988．根戸83-5363

湖北地区88-4483●市民センター寿83-7722湖北
●鴫の博物館85-2212 台88-9927布佐89-1193

は
無

り ･きゅう・マッサージ
料奉仕我孫子市ふるさと産品

根戸近隣ｾﾝﾀー 管理人

巡回教育相談
パソコン講座生

バﾚー ボー ﾙ市民大会

我孫子市民フィルミニコンサート
ト ークとアンサンブル

庭木管理実技講習会

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ3(85)131（

東葛中部地区総合
開発事務組合職員

r老いに向けて会考えよう」
講 演会

市民柔道大会

6⑧

7月

S火

9水

10木

11金

12土

1ろ⑧

〃日曜当番医＝テ

ロ休日鱸歯科診畷日二
．結婚相談＝寿市

レホンサービス
休日糊急歯料診緬(市鴎館内)9:M~11:30

民センター10:00～14:00 ’
－心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
・市民図書館休館・雁の博物館休館
－つつじ荘休館

画法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

〃登配相談＝市民相談室10:00～12:00

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
－健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

－市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当蕃医＝テレホンサービス
の休日執急闘科診圃日=休日煎謙卵認漸(市躍郡)9:､-11:紺

1s⑬I

一ー一一一

‘ｦ休日当番医＝テレホンサービス
＝休日”歯科醗日=休日源歯轆鰯(市聡鬮内)9:M~11:30
‐市民図書館休館”つつじ荘休館

‐法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

〃つつじ荘休館 ●

画布民画霊館休館

画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

－酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

ﾗﾝﾃｨ禧門養臓座生

我孫子将棋大会
家庭婦人卓球大会

チャリティ・イベント
吹奏楽と講演の集い

一しマ 』 ~

r国民年金生きがい講座」
受講 生第28回昭和の演歌

歌と踊り夏の 大 会
中園気功健康法勉強会

平和行事映画会
さまざまな死『医療のなかの
メメントモリ」読書会




